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平成26年 度 文部科学省「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」採択事業

『産官学地域協働による人材育戒の環境整備と教育の改善・充実』

平成26年度 事業報告書
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Ou慧 雄給 「映像 での成果 記録 」と「実社会 か らの視 点」を就業力

「就 職 に強 い りベ ラル ア ー ツ型 大 学 」の モ デ ル を 目指 し、以 下 の4フ ェ

1)CompetencyFaculty活 動

本学独自の問題解決能力開発メソッド「C-PLATS② 」をもとに学生を育成します。

全学生が履修する1～4年 次必修科目(コア教育)は その成果を実践・応用する場として位置付け

し、個hの 専 門科目では特に重点を置くコンピテンシー項目を指定してその伸張を図ります。

大手前大学はC-PLATS⑭ 能力の養成によって、「物事を単に知っている」のではなく、「実際に物

事をやり遂げる」人材を育成しています。

C-PLATSと は

リベ レルアーツカレッジ・大 手 前大 学 がそ

の使 命 として全 ての 学生 に習 得 させる社 会

人基 礎 能 力の体 系です。学 生が将 来どのよ

うな道 に進 もうとも、数々の 困難 な問 題 を乗

り越 えて 自らの 人生 を切 り開 いていくための

10の 能 力(コ ンピテンシー)の 習得 を目指 し

ます。

問題解決力
ProblemSolving
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皿)就業力育成教育の実施

企業や外部組織との連携を前提とする卒業までのu-=1した就業力育成教育を、問題解

決型学習・Problem及 びProjectBasedLearning(PBL)方 式により行います。

これらの活動を通じて総合的実践力を高め、就業意欲や就職活動の増強を図り、就職

率を向上させることを目指します。
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PBLと は

これまで行 われていた「知識 偏重 型教 育」は、講義 を受けることで[知 識 レベル]は 向 上しても、実際 にそれを[行動 レベル]

に結 び付けるプロセスを体 感 するところまで至 らず、いわば知識 という道具 を使 えない状 態に留 まってしまいがちでした。

それを解消 すべく、本 学 は全 ての授業 において「問題 解決 型学 習 」をコンセプトとしたカリキュラムを展 開 します。これは、ま

ず問 題(課 題・テーマ)を設 定し、その解 決策 を創 造・発 表 ・討論 することを通 して自然 とC-PLATS⑪ 能 力を習得 させることがで

きる学習 メソッドです。PBL型 学習 を反復 ・継 続することで学 生の 自発 的な学 習 態度 が引き出され、[行動できる力]を養 うこと

ができるようになります。



強化 に活かしま丸 学生別コンピテンシー伸張の可視化
一ズ に分 け て推 進 します。 「 一"映像ポートフォリオ"への蓄積と外部評価 ブイードバックによる就業力強化システムー 」
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皿)教育効果の記録・蓄積

就業力育成の効果を測定するために、学生の発表などのパフォーマンス映像を記

録 蓄積する映像ポートフォリオのシステムを構築します。

これらの映像は、学習過程の記録と併せ、自己評価・学生相互の評価はもとより、

科目担当教員および教育ボランティアによる評価のフィードバックを受けるデータにな

ります。

映 像 ポ ー トフ ォリオ と は

実 際 に授 業 で行ったプレゼンテーションなどを映

像 記録 として残 し、他 者 が客観 的 に評価 分析 でき

るようにするための ツールです。データを蓄 積 できる

ため、大 学 生活 における個 人の成 長 記録 にもなり

ます。運 用 に関しては、大学 が独 自に開発 したシス

テム(el-Campus)を 最大 限に活用 します。

解決能力開発

・
PLATS

N)外 部との連携

本学の教育改革の取組みと成果を豊富な社会経験をお持ちの社

会人の目から評価 助言していただき、教育の質を高めるため、平成

23年 度から教育ボランティアを導入しています。学生は教育ボラン

ティアから課題提供を受け、学生はその研究・解決・実践の成果を授

業中および映像ポートフォリオ上で口頭発表し、評価を受けています。

これ らの活動 を通 じて総合 的実践力 を高 め、就 業意欲や就職活動 の増強 を図 り、就職 率を向上させ ることを目指 します。 雇

声"



ノ"

Activity CompetencyFaculty活 動 、PBL型 学 習 の 実 施 、

教 育 ボ ランティアの 進 展 、フォー ラムの 開催 など、充 実 の一 年 。

本取組は、平成24年 度から「産官学地域協働による人材育成の環境整備と教育の改善・充実」として大阪・兵庫 ・和歌山の14大 学

グループによる取組 となっています。本学では平成22年 度から大学生の就業力育成支援事業 「学生別コンピテンシー伸張の可視

化」に取 り組んできましたが、1)CompetencyFaculty活 動、1)就 業力育成教育の実施、皿)教育効果の記録 ・蓄積、IV)外 部との

連携の4分 野、さらに報告・評価の取組を継続 し、一層強化して進めてきました。一
C-PLATS⑪ 能力開発型の教育に転換する教育改革を進めるため、全専任教職員が一丸となり教育方法の研 究など、FD活 動を毎

月行っています。この活動では全専任教職員がコンピテンシー別のグループに分かれ、能力開発手法・成功事例の発表やディスカッショ

ンを毎月行うことでコンピテンシーの共通理解を深めています。今年度は特にコンピテンシーごとのルーブリック作成を目指し、情報共有や

意見交換を行ってきました。この活動の報告は非常勤講師を含めた懇談会(2月)と、全学FD(9月 、3月)において各コンピテンシーのリー

ダーにより行われました。

顧 「 ■■■■■■■■■■OCD(OtemaeCompetencyDictionary)
平成22年 度にC-PLATS° 能力開発型の教育に転換する教育改革の指針を示した「OCD(Otemae

-C
ompetencyDictionary)』 を発行しました。これは各コンピテンシーの定義・能力開発目的・目標、能力開発体

」 系などを示したものです。さらに、コンピテンシー能力開発のための具体的な教育手法をリスト化した『OCDメ

ソッド集』を作成しました。今年度は毎月開催されたCompetencyFaculty活 動の成果をまとめ、OCD改 訂版と

口 して『OCD2014』 を発行いたしました。また、学生用に毎年『OCD【入門編】』を作成し、オリエンテーションで新

入生全員に配布し、具体的な内容の説明を行っています。また、本学の活動を全世界へ広めるべく『OCD【英語版】」も出版されています。

皿)就業力育成教育実施

■にしのみや学生ビジネスアイデアコンテスト2014

11月19日、ノボテル甲子園にて「にしのみや学生ビジネスアイデアコンテスト2014」が行われ、川島正章教授

(総合文化学部)の ゼミで研究に取り組んだ現代社会学部3年 生の学生が西宮市の地域発展に寄与する

アイデアとして「西宮ご朱印バスの運行～ご朱印ガールin西宮～」というタイトルで発表しました。この発表は西宮市 内の神社仏閣にご朱

印を集める若い女性たちを呼び込むことで、神社仏閣の知名度アップと市のイメージアップにつなげることを目的としたものであり、見事「西

宮商工会議所会頭賞」を受賞しました。

■産学協働PBLモ デルプログラム:Co-CreativeCampinSummer

l4大学グループ主催の「Co-CreativeCampinSummer」(於:長 居ユースホステル)に本学から4名の学生が参加しました。これは、

協力企業・団体である南海電気鉄道株式会社・兵庫県庁・和歌 山県のキミノーカ(宇城農園)が抱える実際の課題に対し、チームで企画

立案に取り組む合宿型プログラムで、8月19日から21日にかけて実施されました。初日はフレームワーク演習やチームビルディングのワーク

ショップ等を通じて、企画立案に必要な知識やスキルを学びました。2口目は、学んだ理論や方法論を活かし、チームのメンバーで協力しな

がら企画立案を進め、最終日に協力企業・団体の責任者などに向けてプレゼンテーションを行いました。本学の2年生の学生がリーダーを

務めたグループが、キミノーカの課題である「冬に売れるジェラートの商品開発及び販売方法」の企画を発表し、最優秀に選ばれました。

■京丹後市久美浜町との域学連携事業

少子高齢化や若年層の流出など、地域課題の解決を目指し、域学連携事業に取り組んでいる京丹後市で、本学の谷村要講師(メディ

ア・芸術学部)の ゼミ生・34名が8月24日から28日までの5日間、夏合宿を実施しました。域学連携事業とは、地域連携のノウハウを持つ大学

と地域が協力し、課題解決に向けた取り組みを行うものです。今年度はその一環として、①久美浜町蒲井・旭地区の振興、②久美浜町域

の観光とスイーツ開発、③京丹後市のバスラッピングのデザイン作成をテーマに共同事業を実施しました。この夏合宿では久美浜町内の

施設見学や漁業体験をはじめ、地元 区民・関係者とのワークショップによる現地調査が行われました。参加学生は10月25日・26日に京丹後

市で開催された「公共政策学会」における「公共政策フォーラム」で、「コンテンツツーリズムによる地域資源連携

の試み～京丹後市・京丹後七姫を事例として～」というテーマで今回の調査報告を発表しました。また、2月1日に

は京丹後市の北近畿タンゴ鉄道峰山駅前で「京丹後七姫ラッピングバス出発式」が開催されました。バスにはメ

ディア・芸術学部教員の審査を経て選ばれた6作 品がラッピングされ、実際に路線バスとして市内を毎日走る予定

です。今後も継続して京丹後市との共同事業を進めて参ります。
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平成26無 度 活動実績

N)外 部との連携

■教育ボランティア制度

本学の教育改革の取組みと成果を豊富な社会経験をお持ちの社会人の目から評価・助言していただ

き、教育の質を高めるため、平成23年 度から教育ボランティア制度を導入し、必修科目との連携などに力を

入れてきました。ホームページ等を用いて募集を行った結果、現在では355名 の方が教育ボランティアに登

録されています。

教育ボランティア候補者は実際に学生へのアドバイスを行う前に説明会及び研修へ参加していただきます。学生のプレゼンテーション

映像を見ながら、どのように学生にアドバイスをするべきかなどの話し合いを進めるなど、本学が実施している就業力育成教育について

の理解を深めていただいた上で、授業内外のプログラムに参加していただく制度となっています。

今年度は新たに4年 次必修科目「卒業研 究」履修生の専 門分野に関するアドバイスを実施しました。また、昨年と同様に必修科目

「キャリアデザイン」(1、2年)及び「ゼミナール」(3年)の授業内で学生が行ったプレゼンテーションに対してのコメントやアドバイス、授業外

では2月に開催された全学プレゼンテーション大会(1～4年)に おける審査員等のプログラムにご協力いただきました。

学生の評価については、OCD内 に記述したC-PLATS⑪ に基づいた評価軸を基準としました。またプログラム終了後もeポートフォリオシ

ステムに蓄積された学習記録について評価やアドバイスをしていただきました。

■PBL型 インターンシップ

今年度は2年 生と3年生の51名 がPBL型 インターンシップに参加し、学外の35の 機関で就業体験を行いました。事前研修では「マナー

研修」や「業界研究」を実施し、参加学生はこれから就業体験を行う企業について調査・分析した上でインターンシップに臨みました。事

後研修でインターンシップ参加前・後のC-PLATS⑭ 能力のセルフチェックを学生に実施したところ、全項目とも

平均点が上昇しており、インターンシップ参加後に数値が上がった学生は40名 でした。インターンシップ参加に

より、多くの学生のC-PLATS° 能力に向上が見られました。

その成果として、授業内で全員が事後報告プレゼンテーションを行い、その中から優秀と認められた5名 の

学生が10月14日 に実施したインターンシップ・プレゼンテーション大会で「私が就業体験で得たもの」をテーマに

プレゼンテーションを行いました。授業終了後の遅い時間からの開始にもかかわらず、本学の教職員を始め、イ

ンターンシップへの参加を希望している学生、学外からも多くの方が集まり、活発な質疑応答がなされました。

■PBL特 別演習

成績により選出した特に優秀な学生を対象とした「PBL特 別演習」を開講しました。今年度は株式会社カース・キャリアセンター代表取

締役社長・村上文雄様に授業運営をお願いしました。この授業の目的は、参加学生の就業力と社会人基礎力を醸成すると同時に、他の

学生に対するオピニオンリーダー的存在として育成することです。参加学生は解題テーマの解決に向けた討議や、他大学の学生・社会

人との交流など、社会で必要なスキルを実践的に学んできました。学びの成果として12月13日 にはグループプレゼンテーションを行い、学

外ゲストの社会人5名 から様々なコメントやアドバイスをいただきました。

■全学プレゼンテーション大会

2月13日に全学プレゼンテーション大会を本学・いたみ稲野キャンパスにて開催しました。午前は1、2年

生、午後からは3、4年生の各学年の代表者6名 ・計24名 によるプレゼンテーションが行われました。学生

は自らのキャリアプランニングやゼミナール・卒業研究を通じて学んだことなどを発表しました。当日は学

生のみならず学 内外の多くの方が参加され、会場には緊張感が溢れていましたが、学生たちは堂々と

プレゼンテーションを行いました。発表後の質疑応答も活発に行われ、発表者は多岐に亘る質問にも物

怖じせず、堂々と答えていました。今回は審査員として教育ボランティアの8名 にご協力いただきました。

社会人の視点による客観的な評価により、プレゼンテーションカやコミュニケーションカ、分析力、論理的

思考力など、コンピテンシーの質保証の担保へ向けた取組となりました。

本取組を点検・評価するとともに、その成果を広く知らせてゆくため、毎年合同フォーラムの開催や学外での発表を行い、年次報告書

を発行しております。

■ビジネス実務学会

6月14、15日に札幌国際大学で開催された「ビジネス実務学会」において、竹内一真(研 究員)と正田浩

三(就 業力育成支援室長)が 「大手前大学におけるゼミナールの取り組みと卒業後のキャリアとの接続を

促す実践」というタイトルで本学の実践事例の報告を行いました。本実践はゼミナールでの学びとビジネス

実務との結び付きを深めることを目的とし、3年次必修科目「ゼミナールH」履修生に教育ボランティアとの個

別面談の機会を与えたものです。学生は自身のキャリアプランについてプレゼンテーション(5分 間)し、教

育ボランティアとの質疑応答(10分 間)を行いました。事前・事後のアンケートからは学生全体に「職業選択にかかわる不安や戸惑い」の

軽減に効果が見られました。また、面談の前にゼミナールでの取組を振り返るなど、しっかりと準備した上で面談に臨んだ学生は、そうで

ない学生よりも「ゼミナールと職業の関係」に関して理想・現実ともにより高い効果が示されていることなど、詳細に亘る分析結果を報告し

ました。
.戸
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■合同フォーラム

9月8日に14大 学合 同フォーラム「みんなでつくろう明日の人材」(於:大阪府立大学)を 開催

しました。このフォーラムでは、地域が一体となってどんな人材を育てていくのか、そのためにど

のようにすれば継続して産学協働で進めていくのかを議論しました。

午後の学生リーダー会企画では、PBL授 業の普及や教員維新、キャリアセンター改革、年

r唾

蟻

間履修可能単位の制限(CAP制 度)の緩和など、昨年度学生メンバーが提案した「学生が抱く理想の学び」を踏まえ、今年度は提

案するだけではなく学生側から行動を起こすことをテーマに、学生のやる気を引き出す方法をプレゼンテーションしました。本学から

は3年生の1名が広報グループのリーダーとして参加しました。

■ 「大学でのキャリアカウンセリングを考える」情報交換・勉強会

教育ボランティア制度をより良いものにするため、10月25日に「大学でのキャリアカウンセリングを考える」情報交換・勉強会を開催

し、30名の教育ボランティアの方にご参加いただきました。まず、昨年度までに初年次必修科目「キャリアデザインII」の授業内で行わ

れた学生に対する教育ボランティアのアドバイスを質的分析し、その効果を報告しました。その後、日本キャリア開発協会から講師を

お招きし、教育ボランティアとしてどのように学生を支援するかをお話しいただきました。最後のグループワークでは、限られた時間の

中でどのように的確なアドバイスをするかなど、実際に苦労した事例を本制度における問題を各教育ボランティアから提起していた

だき、意見交換・学び合いを行いました。

■iCT利 用による教育改善研究発表会

本 学 の学 修 支 援 システムが 高 く評 価 され、私 立 大 学 情 報 教 育協 会 主催 ・文 部 科 学 省 後 援 の 「ICT利 ㌔i..,

用 による教 育 改 善 研 究 発 表 会 」にお いて 、芦 原 直 哉 副 学 長 ・畑 耕 治 郎 情 報 メデ ィァセンター長 ・正 田 浩 」

三 就 業 力 育 成 支 援 室 長 の共 著 による論 文 『学 修 成 果 の蓄 積 とパ フォーマ ンス評 価 を実 現 した学 修 シス

テム群 の 構 築(TheConstructionofanIntegratedLearningSystemforA亡oum{ll壬1ti〔}11f)f

LearningOutcomesandPerformanceEvaluations,)』 が協 会 賞 を受 賞 し、11月251-1には 表 彰 式 が

開催 され ました。受 賞 理 由 として、蓄 積 振 り返 り・発 展 のステップで 現 状 を認 識 し、成 長 を確 認 す る4年 間 蓄 梢 型の 授 業 支

援 の仕 組 み づ くりや 、学 生 ・教 員 ・外 部 の教 育 ボランテ ィアによる評 価 モデ ルの 確 立 な どが 挙 げ られ ました,

■ 教 育 ボ ラ ンテ ィア 懇 談 会

「謙薩

教育ボランティアの方にお集まりいただき、本学の取組に対して評価・助言を行っていただく、「教育

ボランティア懇談会」を3月25日に開催しました。理事長・学長・副学長を始め、必修科 目のコーディネー

ターに対し、5名の教育ボランティアの方から本学の様々なプログラムに関する率直なご意見をいただ

きました。1ド成27年 度も引き続き評価活動にも力を入れ、内部評価と教育ボランティァを始めとする外

部の有識者による第三者評価を行っていきます。

平 成26年 度 実績 教 育 ボランティァ募 集

1)ComPε 重oncyF8己ulty
・C・PLATSμ'シラパス♂)1発展{全 科 目)

・OCD2014【 人 凹編1発 守了(4月)

・CompetencyFacLIIty活 動実 施 軋毎月)

・C-PLATS② 項 目の改 定・ルーブリック作 成(4月 ～)

・CompetencyFaculty活 動剃芝告{9月 、3月)

II)就業 力育成 教育
・1,2年生PBL充 実(4月 ～)

・教 員相互 の授業 参観 による教育 の質の向上(4月 ～)

・ピアサポーター制度 の充実(4月 ～)

・PBL型 インターンシップ実施(7月 ～10月)

・全学 プレゼンテーション大会(2月)

皿)教 育効 果 の記 録・蓄積
・eポートフォリオシステム運 用(4月 ～)

・1、2年生 映像ポートフォリオ収 録 開始(4月 ～)

ハ1)外部 との 連携
・教 育 ボランティア募集 継続(4月 ～)

就 業 力育 成支 援室Webペ ージ更新(毎 月)

教 育 ボランティア研 修(10月)
・教 育 ボランティア運用(6月 ～)

・教 育 ボランティア4年 生 ・卒 業研 究へ の導 入(1月)

報 告 ・評価
・合 同フォーラム実施(9月8日)

・第三 者評価 実 施(3月25日)

・報 告書 発行(3月31日)

今 後 もこれ らの 取 組 を継 続 してい きま7a

イ`学の学生の就業力について実社会の視点から評価して

いただく協力皆を募集しています。

〈活動内容〉

●扱7楽「内での活 助
・学 生の 発表 評佃1;

・就 業力をつけるための課題 提供(可 能な方)
。

●授 業外 での活 動

・学 習記録(文 章・映像 など)をWeb上 から評 価
。

個 人面談 によるキャリア・アドバイス。

〈資格〉
・本学の教 育と本事業の趣 旨にご賛同いただける成 人の方

。
・実 社 会 の視 点 を持 ち込んでくださる方 であれ ば現 在 のご

職業の有 無、年 齢 などは問いませ ん。
・卒業 生、通 信教 育部 ・在 学 生の方、歓 迎。

〈活動 時期 〉 一 一 一 一 一一一一

・年 に数 回を予 定しております 。

・活動 開始前 に2～3時 間の研修 があります
。

・基本 的にはボランティアでのご協 力 を想 定しており、本学 で

の活動 日は交 通 費程 度をご用意 しております。

詳しくは就業 力育 成支 援室 にお問い合 わせ ください。
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